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医
歯
薬
行
政
は
明
治
以
来
内
務
省
に
よ
り
管
轄
さ
れ
て
い
た
。

厚
生
省
が
で
き
る
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
徴
兵
検
査

の
結
果
な
ど
か
ら
結
核
患
者
の
増
加
や
国
民
の
体
力
の
低
下
を
憂

慮
し
て
陸
軍
省
が
主
張
し
た
衛
生
省
設
備
構
想
と
、
大
正
十
年
頃

か
ら
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
社
会
問
題
や
労
働
問
題
に
対
処

す
る
た
め
に
従
来
か
ら
あ
っ
た
社
会
省
設
置
構
想
の
二
つ
を
一
本

化
す
る
か
た
ち
で
、
昭
和
十
二
年
六
月
に
近
衛
内
閣
の
提
唱
に
よ

り
保
健
社
会
省
の
設
置
が
閣
議
決
定
し
た
。
同
年
十
二
月
に
具
体

案
が
ま
と
ま
り
枢
密
院
に
諮
ら
れ
た
。

枢
密
院
で
は
省
の
名
称
に
つ
い
て
四
文
字
は
長
す
ぎ
る
、
社
会

と
い
う
言
葉
は
不
適
当
で
あ
る
、
保
健
は
保
険
と
ま
ぎ
わ
ら
し
い

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
厚
生
省
と
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

62

初
代
厚
生
大
臣
木
戸
幸
一
自
筆
の
血
脇
守

之
助
へ
の
書
簡
（
委
員
委
嘱
状
）

山
岸
徳
太
郎
・
森
山
徳
長

長
谷
川
正
康
・
石
川
達
也

厚
生
省
の
厚
生
の
字
は
、
中
国
の
害
経
に
あ
る
「
正
徳
利
用
、

厚
生
惟
和
」
の
中
か
ら
「
厚
生
」
を
と
っ
て
「
厚
生
省
」
と
し
た
。

厚
生
と
は
「
衣
食
を
十
分
に
し
、
空
腹
や
寒
さ
に
困
ら
な
い
よ
う

に
し
、
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

昭
和
十
三
年
一
月
に
国
民
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
目
的

に
厚
生
省
が
創
設
さ
れ
た
。
新
設
の
厚
生
省
の
機
構
は
、
大
臣
官

房
の
ほ
か
、
体
力
局
、
衛
生
局
、
予
防
局
、
社
会
局
、
労
働
局
、

臨
時
援
護
部
の
五
局
一
部
と
、
そ
の
外
局
と
し
て
総
務
局
、
社
会

保
険
局
、
簡
易
保
険
局
の
三
局
か
ら
な
る
保
険
院
が
発
足
し
た
。

初
代
の
厚
生
大
臣
に
は
文
部
大
臣
と
兼
任
で
木
戸
幸
一
、
次
官

に
は
元
内
務
次
官
で
厚
生
省
の
創
設
に
た
ず
さ
わ
っ
た
広
瀬
久
忠

が
任
命
さ
れ
た
。
広
瀬
久
忠
は
、
木
戸
幸
一
の
あ
と
の
二
代
目
の

厚
生
大
臣
に
な
っ
た
。
木
戸
幸
一
は
、
明
治
の
元
勲
木
戸
孝
允
の

孫
に
あ
た
る
。
木
戸
孝
允
は
、
大
久
保
利
通
、
西
郷
隆
盛
と
と
も

に
維
新
の
三
傑
と
称
さ
れ
た
。
木
戸
幸
一
は
、
昭
和
天
皇
に
も
っ

と
も
近
い
側
近
と
し
て
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
・
終
戦
の
決
断
を
補

佐
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。
戦
後
東
京
裁
判
の
被
告
と
な
り
、
終

身
禁
固
の
判
決
を
受
け
た
が
、
一
九
五
五
年
に
仮
釈
放
と
な
っ
た
。

血
脇
守
之
助
の
書
簡
を
整
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
初
代
厚
生
大
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臣
木
戸
幸
一
か
ら
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
校
長
で
日
本
歯
科
医

師
会
長
血
脇
守
之
助
に
送
ら
れ
た
封
書
が
見
つ
か
っ
た
。
開
封
し

て
見
る
と
、
左
記
の
よ
う
な
大
臣
自
ら
が
毛
筆
で
書
か
れ
た
医
薬

制
度
調
査
会
委
員
の
委
嘱
状
が
発
見
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
大
臣

が
直
筆
で
委
嘱
状
を
書
く
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
、
非
常
に
貴
重

こ
の
書
状
の
真
贋
に
つ
い
て
、
木
戸
孝
允
、
孝
正
、
幸
一
の
三

代
に
わ
た
り
膨
大
な
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
千
葉
県
佐
倉
市
に

あ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
筆
跡
の
鑑
定
を
依
頼
し
た
と
こ

な
文
献
で
あ
る
の
で
報
告
す
る
。

血
脇
守
之
助
殿

拝
啓
時
下
益
々
ご
清
穆
之
段
奉
敬
賀
候

陳
者
今
般
貴
台
を
日
本
歯
科
書
師
会
長
と
し
て

書
薬
制
度
調
査
会
委
員
に
御
就
任
相
願
ふ
事
と

此
段
御
挨
拶
芳
々
得
貴
意
候

昭
和
十
三
年
七
月
一
日

格
別
之
御
壼
力
相
願
度

御
多
用
中
乍
御
迷
惑
本
調
査
会
の
為

相
成
候
に
付
て
ハ

厚
生
大
臣
侯
爵
木
戸
幸
一

敬
具

ろ
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
木
戸
幸
一
自
筆
の
書
簡
と
比

較
し
、
間
違
い
な
く
木
戸
幸
一
自
筆
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

（
東
京
歯
科
大
学
）


